
朝の集団登校から伝わってくる「やさしさ」・・・
朝、校門前の横断歩道で児童を出迎えていると、「やさしさ」にたくさん出会います。

♪新１年生の歩く速さを感じて、さりげなくゆっくり歩いてくれる上級生たち

♪ちら、ちらっと後ろの気配を感じながら歩く班長さん

♪子どもたちと一緒に歩いてくださる保護者、地域の方

♪集団登校を見かけると車のスピードを緩めてくださる運転手さん

♪そして… 目を見てあいさつをしてくれる、東郷っ子

さりげない行為からの「やさしさ」を全身で感じる朝。

自然に笑顔になります。

学校教育目標について（２）

第１号の学校だよりで、今年度学校教育目標をお知らせしました。このことについて、何

回かに分けて、なるべくわかりやすくお伝えしたいと思いますので、どうぞお読みください。

今日は、第１号に続き２回目、試行錯誤の過程をお伝えします。

今、子どもたちは、まさに「予測困難な社会」を生きています。コロナ禍は３年目に入り

ました。世界では悲しいことに戦争が起こっています。この世の中を、３年前に誰が予想し

たでしょうか…。こんな世の中だからこそなのでしょう、これからの社会を生きていくため

のキーワードは「多様性」「共生」であると言われています。多様性とは「一人一人、属性

(性別や年齢、国籍など)や考え方(価値観)は違う」ということであり、自分や他人の多様性

に気づき、認め合って共に生きることが、自分も含めたみんなにとって生きやすい社会にな

る、ということだと思います。

このことを踏まえた上で、職員に投げかけました。これから東郷っ子を支援していく職員

自身が、東郷小のことをどのようにとらえているか、知りたいと思いました。紙面の関係で

まとめたものを載せます(裏面)が、職員はとても真剣に考えて答えていました。

ＴＯＧＯ！だより
自分らしく生きる力を身につけ、

なかまとたくましく歩む子
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そこで・・・子どもたちが生きる未来や、今の東郷っ子の様子から、

・東郷のもつ「結束」「つながり」から「なかまと」歩む東郷っ子を目標に

・「自信をもつ」ために「自分らしく生きる力を身につける」ことを目標に

・「チャレンジ精神」をもち、「失敗を恐れない」で行動するために「たくましく歩む」

ことを目標に

と、目標の全体像を考えていきました。

今回はここまで、次の号で職員の試行錯誤の様子(校長から次々に具体的な考えを求めら

れる！)をお伝えします。 (このように、学校だよりでは子どもたちの様子をより知ってい

ただくために、行事だけでなく授業の様子や職員の様子や考えも発信していく予定です。)

キリトリ

☆学校だよりに対するご感想をお寄せください。 お名前（ ）

４／１の職員会議 校長からの宿題「東郷の強み、弱みは何だと思いますか？」

に対し、職員から 出された答え(一部まとめてあります)

＜東郷地区について＞

○結束が強く、熱い地域 ○歴史のある学校 ○自然が多く残っている

○地域や保護者とのつながりが強い ○地域の力、家庭の力がしっかりしている

＜東郷っ子について＞

○純粋・素直・感受性が高い ○与えられた課題に対し、しっかりとやり抜く

○よく働く ○分け隔てなく、誰とでも仲良く接している

△自信をもっともっていい △たくましさ、チャレンジ精神をもっと育てたい

△失敗を恐れないでほしい

「あなたは、この１年でどうしたいですか？(自分はどうありたいですか？)」

・地域の良さをさらに発掘し、学校を通して子どもたちに還元したい。

・地域の宝を活用し、実体験を通した学習を通して、子どもたちが自ら地域の良さを知るように

したい。

・大変なことや失敗を恐れず、「やったことないからやってみたい！」と思う子にしたい。

・やりたいと思うことを行動に移す子どもに育てたい。

・ワクワクするような活動、子どもたちが自ら学びたくなるような仕掛け、支援をしていきたい。

・「どうするといい？」の問いかけを多くし、考えさせ、自分たちで実行できる子どもを育てたい。

・いろいろな同僚のアイデアを吸収したい。先輩から多くを学びたい。若い同僚から学びたい。

・一人で抱えず、意見をもらいながらよりよいものを創り出していきたい。

・子どもに求めすぎるので、スモールステップでいきたい。

・東郷に早く慣れたい。自分も変わることが大事と思っている。

・楽しく、笑顔で仕事をする！


